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(1) 基本となる回路は 一定の商用周波数の電源電圧のもとで 特定なバイアス電圧と入力信号電圧
とを比較し，バイアス電圧の波形を変えることにより，各種の増幅あるいは変調などの動作が得ら
れるものであること。
(2) この増幅器，変調器は周期性のある電源電圧と特定バイアス電圧のもとで動作するので，その出
力電圧のスベクトル分布を多重フーリエ解析によって求め，回路の諸特性を理論的に明らかにした
こと。
(3) 線形増幅器では，動的誤差を伴なわない入力信号の周波数上限および出力フィルタの設計基準を
与え，スイッチモードで動作するにもかかわらず，入出力電圧の瞬時値が比例する電力増幅器の設
計を可能にしたこと。
(4) 自乗演算器，乗算器については，誤差の性質を理論的に検討して，実用上十分な精度をもっ演算
増幅器の設計法を確立したこと。変調器についても，同様にして，実用上十分な直線性と帯域幅を
もたせることに成功したこと。
などである。
以上のように，本論文はスイッチモードで動作する電力増幅器，演算増幅器あるいは変調器などの
開発と，その動作特性の解析理論わよび設計法を体系づけたもので，その成果は電気工学，制御工学
の分野に寄与するところが大きしミ。よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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